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（百万円未満切捨て） 
１．平成23年12月期第3四半期の連結業績（平成23年1月1日～平成23年9月30日） 
（１）連結経営成績（累計）                                                  （％表示は、対前年同四半期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 四半期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

23年 12月期第3四半期 103,797 2.0 1,300 24.5 1,275 28.9 1,105 44.3
22年 12月期第3四半期 101,717 11.6 1,044 167.9 989 204.5 765 ―

 

 
１株当たり 
四半期純利益 

潜在株式調整後
１株当たり四半期純利益

 円   銭 円   銭

23年 12月期第3四半期 9.92 ― 
22年 12月期第3四半期 6.87 ― 

 
（２）連結財政状態 

 総  資  産 純  資  産 自己資本比率 １株当たり純資産 

 百万円 百万円 ％ 円   銭

23年 12月期第3四半期 56,342 15,213 26.9 136.31
22年 12月期 58,968 14,782 25.0 132.40

(参考)自己資本 23年12月期第3四半期 15,180百万円 22年12月期 14,745百万円 

 
２．配当の状況 

年間配当金    
 

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期  末 合  計    

 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭 円   銭   
22年 12月期 ― 0.00 ― 4.00 4.00   
23年 12月期 ― 0.00 ―   

23年 12月期(予想)   4.00 4.00   

(注)当四半期における配当予想の修正有無 ：無 

 
３．平成23年12月期の連結業績予想（平成23年1月1日～平成23年12月31日） 

（％表示は、対前期増減率） 

 売  上  高 営業利益 経常利益 当期純利益 
１株当たり 
当期純利益 

 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円   銭

通  期 138,990 1.4 1,620 9.8 1,490 10.0 1,260 45.8 11.31

(注)当四半期における業績予想の修正有無 ：無 



 

４．その他  （詳細は、〔添付資料〕４ページ「その他の情報」をご覧ください。） 
 

（１）当四半期中における重要な子会社の異動 ：無 

（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 
 

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ：有 

（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 
 

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

① 会計基準等の改正に伴う変更 ：有 

② ①以外の変更 ：無 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原

則・手続、表示方法等の変更の有無となります。 
 

（４）発行済株式数（普通株式） 

① 期末発行済株式数(自己株式を含む) 23年12月期3Ｑ 112,714,687株 22年12月期 112,714,687株

② 期末自己株式数 23年12月期3Ｑ 1,349,203株 22年12月期 1,342,867株

③ 期中平均株式数(四半期累計) 23年12月期3Ｑ 111,368,785株 22年12月期3Ｑ 111,382,922株

 
 
（※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示） 
  この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続きを実 
施中です。 

 
（※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項） 
   本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的で 

あると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性がありま 
す。業績予想の前提となる仮定及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等につきましては、〔添付資料〕 
３ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、中国及び新興国経済の好調を背景に、緩やかな回復基調の中

でスタートしましたが、本年３月に発生した東日本大震災により景気下押し圧力が著しく強まりました。 

震災からの復旧・復興が進む中、国内景気は持ち直してきておりますが、欧州の債務危機の深刻化や中国経済の

下降懸念等により、世界経済は先行きが不透明な状況となっております。 

このような中、当社グループでは、震災で影響を受けた製品の維持・代替を図るとともに、本年よりスタートさ

せた中期経営計画のもと、「事業構造変革の推進」、「海外事業の更なる拡充」等を行なってきました。 

当第３四半期連結累計期間は、金属部門及び海外拠点の取引が引き続き好調に推移し、前年同期比で増収増益と

なりました。 

この結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は1,037億97百万円（前年同期比2.0％増）、営業利益は13億円

（前年同期比24.5％増）、四半期純利益は11億５百万円（前年同期比44.3％増）となりました。 

セグメントの業績は以下のとおりであります。 

  

【化学品】 

化学品部門につきましては、化学品関連は、有機溶剤が貿易取引を中心に堅調に推移しました。 

科学システム関連は、理化学機器の輸入販売が好調に推移したのに加え、新規にショウデックス機器事業を買収

し事業領域を拡大したことが業績に寄与しましたが、主力のショウデックスカラムの販売が、東日本大震災の影響

を受け、低調に推移しました。 

肥料農材関連は、一部東日本大震災の影響による出荷減がありましたが、主力肥料の販売及び農業資材関連の販

売が堅調に推移しました。 

以上の結果、売上高は243億79百万円、営業利益は2億73百万円となりました。 

  

【合成樹脂】 

合成樹脂部門につきましては、前連結会計年度に昭光プラスチック製品株式会社の株式を売却し、持分法適用会

社に変更したことによる影響で、売上高が減少しました。また、東日本大震災による主要仕入先の工場被災で、一

部取扱商材の出荷減があったのに加え、中国市場の停滞による海外取引の減少等の影響で、低調に推移しました。 

以上の結果、売上高は317億34百万円、営業利益は３億16百万円となりました。 

  

【金属】 

金属部門につきましては、軽金属関連は、東日本大震災による主要得意先の工場被災の影響で、電解箔の出荷減

がありましたが、自動車生産の回復等に伴い、主力の軽圧品や合金・微細化材等が堅調に推移しました。 

無機材料関連は、耐火材等の主力商材及びレアアースが引き続き好調に推移しました。 

以上の結果、売上高は296億９百万円、営業利益は４億80百万円となりました。 

  

【生活環境】 

生活環境部門につきましては、住宅建材関連は、鋳鉄管やアルミ建材の販売が減少しましたが、主力のジャスト

ベース（固定柱脚）が好調に推移し、増益となりました。 

食品関連は、東日本大震災による主要仕入先の工場被災でコラーゲンの販売が減少しました。また主力のグリシ

ン、アラニン、リンゴ酸等の販売も低調に推移しました。 

以上の結果、売上高は99億31百万円、営業利益は２億49百万円となりました。 

  

【情報電材その他】 

 情報電材その他部門につきましては、エレクトロニクス関連は、新規商材のサファイアインゴット及びレジスト

インキ等が好調に推移しましたが、主力商材であるLEDの価格が下落した影響で、低調に推移しました。 

 その他事業に含まれる連結子会社に関しましては、昭光通商（上海）有限公司の鉄鋼原料等が好調に推移しまし

た。 

 以上の結果、売上高は81億42百万円、営業損失は25百万円となりました。  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（２）連結財政状態に関する定性的情報 

１．資産、負債及び純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における資産は、563億42百万円（前連結会計年度末比4.5％減）となりました。こ

れは、流動資産の「その他」が減少したことが主因であります。 

負債は、411億29百万円（前連結会計年度末比6.9％減）となりました。これは、「支払手形及び買掛金」が減少

したことが主因であります。 

純資産は、152億13百万円（前連結会計年度末比2.9％増）となりました。これは、四半期純利益の増加が主因で

あります。 

この結果、自己資本比率は1.9ポイント上昇して26.9％になりました。 

  

２．キャッシュ・フローの状況 

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物の残高は、前連結会計年度末に比べて５億88百万円

増加し、32億76百万円となりました。 

各キャッシュ・フローの状況は、次のとおりであります。  

営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権及びたな卸資産が増加したことにより104億76百万円の支出

（前年同期比24億91百万円の支出増加）となりました。  

投資活動によるキャッシュ・フローは、預け金及び貸付金の回収により58億20百万円の収入（前年同期比23億

83百万円の収入増加）となりました。 

財務活動によるキャッシュ・フローは、社債の償還などがありましたが、短期借入金及び長期借入金が増加した

ことにより52億57百万円の収入（前年同期比12億10百万円の収入増加）となりました。 

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報   

今後の見通しにつきましては、東日本大震災からの復興が進んでおりますが、国内経済への復興需要の顕現は、

来期以降になるものと予想されます。また、欧州の債務危機や世界経済の停滞懸念等、当面の間は不透明な経営環

境下で推移するものと予想されます。 

このような情勢のもと、当社グループは、平成27年を目標年度とした中期経営計画を着実に実行してまいりま

す。 

当社グループは、中期経営計画において「海外事業の拡充」を主な施策として掲げておりますが、当連結累計期

間では、中国における更なる事業拡大による運転資金の確保等を目的として、当社子会社の昭光通商（上海）有限

公司は15,550千米ドルの増資を行ないました。また、中国において合成樹脂コンパウンド事業新規参入を目指し、

川崎三興化成グループである日超工程塑料（大連）有限公司に対し1,000千米ドルの出資を行ないました。 

これらの当社グループ業績への顕現は、来期以降になります。 
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（１）重要な子会社の異動の概要 

 該当事項はありません。  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

 たな卸資産の評価方法 

  当第３四半期連結会計期間末のたな卸高の算出につきましては、実地たな卸を省略し、前連結会計年度末の 

 実地たな卸高を基礎として合理的な方法により算出しております。  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

① 「資産除去債務に関する会計基準」等の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企業会計基準第18号 平成20年３月 

  31日）及び「資産除去債務に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31 

  日）を適用しております。 

   これにより、当第３四半期連結累計期間の営業利益及び経常利益への影響はそれぞれ軽微で、税金等調整前

  四半期純利益は２百万円減少しております。また、当会計基準等の適用開始による資産除去債務の変動額は９

  百万円であります。 

② 「持分法に関する会計基準」及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」の適用 

   第１四半期連結会計期間より、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年３月10日公表

  分）及び「持分法適用関連会社の会計処理に関する当面の取扱い」（実務対応報告第24号 平成20年３月10 

  日）を適用しております。 

   これによる損益に与える影響はありません。  

③ 表示方法の変更  

 （四半期連結損益計算書関係） 

 １ 「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）に基づく「財務諸表等の用

  語、様式及び作成方法に関する規則等の一部を改正する内閣府令」（平成21年３月24日 内閣府令第５号）の

  適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主損益調整前四半期純利益」の科目で表示しておりま

  す。 

 ２ 前第３四半期連結累計期間において、特別利益の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産売却 

  益」は、特別利益総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することといたし 

  ました。なお、前第３四半期連結累計期間の特別利益の「その他」に含まれる「固定資産売却益」は、33百万

  円であります。  

 ３ 前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示しておりました「固定資産除売却

  損」は、特別損失総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間では区分掲記することといたし 

  ました。なお、前第３四半期連結累計期間の特別損失の「その他」に含まれる「固定資産除売却損」は、２百

  万円であります。  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,284 2,608

グループ内預け金 － 100

受取手形及び売掛金 33,770 32,434

商品及び製品 5,169 4,241

販売用不動産 12 12

仕掛品 109 41

仕掛販売用不動産 270 270

原材料及び貯蔵品 295 233

その他 2,975 8,077

貸倒引当金 △196 △262

流動資産合計 45,693 47,757

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 1,674 1,874

機械装置及び運搬具（純額） 102 121

土地 4,906 5,088

その他（純額） 106 102

有形固定資産合計 6,788 7,186

無形固定資産   

のれん 54 20

その他 247 223

無形固定資産合計 301 243

投資その他の資産   

投資有価証券 2,128 2,440

長期貸付金 28 67

繰延税金資産 296 187

その他 1,215 1,289

貸倒引当金 △110 △203

投資その他の資産合計 3,558 3,781

固定資産合計 10,649 11,211

資産合計 56,342 58,968
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成23年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成22年12月31日) 

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 26,050 33,986

短期借入金 7,152 1,129

1年内償還予定の社債 － 3,000

未払法人税等 139 349

賞与引当金 324 149

その他 1,865 1,867

流動負債合計 35,532 40,483

固定負債   

長期借入金 2,000 －

退職給付引当金 766 716

その他 2,830 2,986

固定負債合計 5,596 3,703

負債合計 41,129 44,186

純資産の部   

株主資本   

資本金 8,021 8,021

資本剰余金 0 0

利益剰余金 6,543 6,717

自己株式 △220 △219

株主資本合計 14,346 14,520

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 129 336

繰延ヘッジ損益 △1 △1

土地再評価差額金 773 △57

為替換算調整勘定 △67 △52

評価・換算差額等合計 834 224

少数株主持分 33 37

純資産合計 15,213 14,782

負債純資産合計 56,342 58,968
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 101,717 103,797

売上原価 95,664 97,419

売上総利益 6,053 6,378

販売費及び一般管理費 5,009 5,077

営業利益 1,044 1,300

営業外収益   

受取利息 33 27

受取配当金 60 65

雑収入 43 36

営業外収益合計 137 129

営業外費用   

支払利息 119 107

雑損失 74 47

営業外費用合計 193 154

経常利益 989 1,275

特別利益   

貸倒引当金戻入額 48 91

子会社株式売却益 31 －

退職給付制度移行益 91 13

固定資産売却益 － 44

その他 40 4

特別利益合計 212 154

特別損失   

投資有価証券評価損 27 3

固定資産除売却損 － 14

災害による損失 － 13

その他 5 7

特別損失合計 32 38

税金等調整前四半期純利益 1,168 1,391

法人税、住民税及び事業税 336 288

法人税等調整額 49 △6

法人税等合計 385 281

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,109

少数株主利益 17 4

四半期純利益 765 1,105
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 1,168 1,391

減価償却費 207 165

退職給付引当金の増減額（△は減少） △147 49

貸倒引当金の増減額（△は減少） △59 △160

受取利息及び受取配当金 △94 △93

支払利息 119 107

子会社株式売却損益（△は益） △31 －

売上債権の増減額（△は増加） △549 △1,348

たな卸資産の増減額（△は増加） △37 △990

仕入債務の増減額（△は減少） △7,994 △7,895

未払費用の増減額（△は減少） 2 △40

預り金の増減額（△は減少） △547 △473

その他 288 △660

小計 △7,674 △9,948

利息及び配当金の受取額 102 99

利息の支払額 △133 △120

法人税等の支払額 △278 △506

営業活動によるキャッシュ・フロー △7,984 △10,476

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △12 △7

定期預金の払戻による収入 17 20

預け金の増減額（△は増加） 3,343 5,900

有形固定資産の取得による支出 △73 △25

有形固定資産の売却による収入 634 345

投資有価証券の取得による支出 △494 △25

出資金の払込による支出 △33 －

関係会社出資金の払込による支出 － △76

連結の範囲の変更を伴う子会社株式の売却による
支出

△81 －

貸付けによる支出 △1 △1,335

貸付金の回収による収入 138 1,134

事業譲受による支出 － △101

その他 0 △7

投資活動によるキャッシュ・フロー 3,437 5,820
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成23年１月１日 
 至 平成23年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 3,092 6,022

長期借入れによる収入 － 2,000

社債の償還による支出 － △3,000

コマーシャル・ペーパーの純増減額（△は減少） 1,300 700

リース債務の返済による支出 △10 △17

配当金の支払額 △332 △445

少数株主への配当金の支払額 △1 △1

その他 △1 △0

財務活動によるキャッシュ・フロー 4,047 5,257

現金及び現金同等物に係る換算差額 △16 △13

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △516 588

現金及び現金同等物の期首残高 2,668 2,687

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,151 3,276

昭光通商㈱（8090）　平成23年12月期 第3四半期決算短信

9



 該当事項はありません。  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕 

  前第３四半期連結累計期間(自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日)  

 （注）１ 事業区分の方法 

当社グループの事業区分は、商品の種類、販売市場の類似性を考慮して行っております。 

２ 各事業区分の主要商品 

  

〔所在地別セグメント情報〕 

前第３四半期連結累計期間（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

 本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セグメント情報の

記載を省略しております。 

  

〔海外売上高〕  

前第３四半期連結累計期間（自  平成22年１月１日 至  平成22年９月30日）    

 （注）１ 国又は地域の区分の方法及び各区分に属する主な国又は地域 

（１）国又は地域の区分の方法 

地理的近接度によっております。 

（２）各区分に属する主な国又は地域 

アジア・・・中国、韓国、台湾 

その他・・・アメリカ、ドイツ、アイルランド  

２ 海外売上高は、当社及び連結子会社の本邦以外の国又は地域における売上高であります。   

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

  
化学品 
事業 

合成樹脂 
事業 

金属事業
生活環境
事業 

情報電材
その他事業

計 
消去又は 
全社 

連結

  (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円) (百万円)

売上高                                                

(1) 外部顧客に対 

する売上高 
 24,016    34,175  26,363  10,407  6,754  101,717  －  101,717

(2) セグメント間の 

内部売上高又は 

振替高 

 18  16  0  14  148  199 (199)  －

計  24,035  34,192  26,364  10,422  6,902  101,917 (199)  101,717

営業利益又は 

営業損失（△） 
 341     345  361  112     △124  1,036  8  1,044

事業区分 主要商品

化学品 有機・無機化学品、肥料、分析機器等 

合成樹脂 合成樹脂原料、製品等 

金属 アルミ地金、軽圧品、セラミックス、炭素、レアメタル等 

生活環境 物資、建材、ポール、不動産、食品等 

情報電材その他 電子材料、機械、保険、総合人材ビジネス等  

  アジア その他  計 

Ⅰ 海外売上高（百万円）  13,485  106  13,591

Ⅱ 連結売上高（百万円）  － －  101,717

Ⅲ 連結売上高に占める海外売上高

の割合（％） 
    13.3     0.1     13.4 
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〔セグメント情報〕 

１．報告セグメントの概要 

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が経

営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。 

 当社グループは主として、取り扱う商品・製品、提供するサービス及び販売経路の共通性により区分したセグメ

ントから構成されており、「化学品」、「合成樹脂」、「金属」、「生活環境」、「情報電材その他」を報告セグ

メントとしております。 

 なお、各報告セグメントの主な商品は以下のとおりであります。 

  化学品     ： 有機・無機化学品、肥料、分析機器等 

  合成樹脂    ： 合成樹脂原料、製品等 

  金属      ： アルミ地金、軽圧品、セラミックス、炭素、レアアース等 

  生活環境    ： 建材、ポール、不動産、食品等 

  情報電材その他 ： 電子材料、機械、保険、総合人材ビジネス等 

  

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第３四半期連結累計期間（自 平成23年１月１日 至 平成23年９月30日） 

（注） セグメント利益又は損失（△）の調整額６百万円は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費でありま

す。 

     

  （追加情報） 

  第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号 平成21年 

 ３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号 平成20年

 ３月21日）を適用しております。  

  

 該当事項はありません。  

  

  （単位：百万円）

  

報告セグメント
調整額 
（注） 

四半期連結
損益計算書
計上額 

  
化学品  合成樹脂 金属 生活環境

情報電材そ
の他 

計 

売上高             

外部顧客への売上高 24,379 31,734 29,609 9,931 8,142 103,797 － 103,797

セグメント間の内部売

上高又は振替高 
33 9 1 11 204 260 △260 －

計 24,413 31,743 29,610 9,942 8,346 104,057 △260 103,797

セグメント利益又は損失

（△） 
273 316 480 249 △25 1,294 6 1,300

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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